
Japan Society of Fluid Mechanics

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　 of 　 Fluid 　 Meohanios

日 本流体 力学会年会 2006
　 　　　　 AMO6 −02−014

　　　　　トン ネ ル 内 自動 車走 行風 の 数値実験

Numerical　Experiment　of　wind 　generated　by　automobiles

○ 近藤裕昭，産総研，茨城県つ くば市小野州 16−1 産総研西事業所，k・ nd ・
−hrk＠aist．g・jp

　 富塚孝之，みず ほ情報総研，東 京都千代 田 区神 田 錦町 2−3，takayuki．tomizuka＠mizuho −ir．。o．jp
　 Kondo，　Hiroaki，　AIST，　AIST−west ，16−10nogawa，　TsukUba，305−8569，　Japan

　 Tomizuka ，　 Takayuki，　Mzuho 　 Information ＆ Research　 InstitUte，2−3　 Kanda−Nishikicho，　 Chiyoda，

　　　Tokyo
，
101−8443

，
Japan

In　order 　to　make 　a　mOdel 　to　calculate 　the　Wind　generatOd　by　traffiG，　the　wind 　flow　in　a　road 　tUnnel　was 　calculated 　with

ast 鋤 dard　k・ε model （α
一FLOW ）and 　compared 　with 　observation 　data　in　ari　actual 　road 　tunnel．　The　propOsed　mOdel

uses 　similar 　terms 　to　those　of 　an 　udban 　or　plant　canopy 　model ，　and 止c　c   餌 cient 　is　c就ima飴 d 丘om 　the　tra田 c　volume

in　the 　mad 　tunnel　as　Iho 丘rst　guess．　Then　the　coefficient 　is　corrected 　with 　relationship 　between　the　coefficient 　obtained

from　calculated 　wind 　and 　observed 　wind ．

1，は じめ に

　自動車走行に より引き起 こ され る風や 乱流は、道路 沿道拡散や

トン ネル 内換気等 に大 きく影響す る。こ こで は道路沿道拡散の 問

題に応用す るこ とを 目的 に、自動車走行 風お よび乱流を CFD モ デ

ル 内に導入す るこ とを試み てい る。使用 す るCFD は RANS の k£

モ デル で ある （α 一FLOW ）
（1）。こ の よ うな自動車走行風をモ デル

化す るにあた り、長 さ450m の 自動車専用道路 トン ネル に おける

風 の 測定結果 との 比較を行っ た。
2，計算の方法

　 自動車走行 風の モ デル 化 は Mochda 　e圃 ．  と同様の 手法を用 い

た。すなわち、標 準 k・εモ デル の 運動方程式、k 方程式、訪 程式

にそれぞれ次の よ うな付加項をつ ける。

運動方程黄 x 成分）： F ＝Ci（〈u＞
−U ．。h ）1〈u＞−U ，ehl

k方程式 Fk ＝（くu）
− Uveh）F

・方程式 （ε 1k）c2Fk

（1）

（2）

（3）

こ こで 係数Csにつ い ては、自動車交通 量 と大型 車混入率 を考慮 し、

q ・ 去・ （△1σ
・ ）・ 脚 6… （4）

の よ うにまず仮決 めをす る。こ こ で fOは実効 抵抗係数で あ り、大

型車混入率の 隰数と して 小型車の抵抗係数 03 と大型 車の抵 抗係

数 0．9 の 間の 値 をとる。また、△は流れ方向 の格子r長、UWh は 自

動車の 車速 （こ こ で は時速 80km としtc。）、N は時 間交通 量で あ

る。計算領域は内側領域と外側領域の 2つ に分け、外側 領城を長

さ800m、幅 30Xlm、高さ300m に と り各塊界か らの 流出
・流入は

無い もの とし為 また水平方向の 格子間隔を 2〔  と しte 外側 領

域の 中に長 さ 700m 、幅 280m、高 さ 180m の 領域をと りさら に こ

の 中に長さ450m 、幅 100m、高さ50m の直方体の 山を置き、この

下部 中央 に トン ネル を設 置 しte トン ネル 開 口部 は、水平方向に

1（hn 高さ方向に 6m の ほぼ半円形で ある。トン ネル 断面内で 水平

方向に 24格子、鉛直方向に 14格子 （約4〔lamの 解像度）、トン ネ

ル 長 さ方向には 1（  の 格子間隔 を取 っ た。トン ネル の 内外 に、大

型車が通行する領坡 小型車が通行する領域 をそれぞれ直 方体に

とり、こ の 中で の み上記の モ デル を設 定 した。計算は 自動輔 燃

を考慮せ ず、中立状態で 行っ た。式 〔3）の q は とりあえず 1．0 とし

た。また トンネル 内壁 には滑面上 の 対数側を適用 した。
3．トンネ丿囑 験データ

　 トン ネル で の 風 の 実測直は、トン ネル 入 り 口か ら約 21m の 地上

2m、トン ネル 壁か ら 0．3m の 位置で ギル 風速計で 取得された。風

速は 10秒間隔で 1時間平均値に整理 されて い る。また大型車 ・小

型車別時間交通量 も測定され て い る。

4．計算結果

　実測デ
ー

タ が取得 された 平 日の 1 日の 24 時間に つ い て まず計

算を行っ t 。本研究の 主 な目的は ” 1＞0 ）の 係数 CL を求 めるこ と

で ある。こ の ため、（4）式に よ っ て 仮決め した係数 Cl と計算 され

た風 の測 定点に最 も近い 格 子点で の 風速の 関係 を作成 したくFiglN

これ によれ ば、係 数は計算 され た風速 の 4次 関数

C：＝8．6xlO
−6u4 −5．4x10

幽Sti1
→
−3．5xlOgul

−1．5 × 10
−4u

＋ 3．2x10
’6

で 近 似で き る。した が っ て この 4 次式 を用い て 実測風 か ら逆に

Cl
’

を求め る と、原理的 に は この 係 数によ りモ デル 内で 実測風 と

同 じ強 さの 風が計 算 され るはずで ある。
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5．おわ りに

　道路 沿道 拡散モ デル（RANS ）に自動車走行風 ・走行乱流の 影響を

組み 込 む た め、自動車走行風モ デル の 開発 を行っ て い る。本研究

で は その 手始めに トン ネル 内で実測 された風 速を元に、自動車走

行方向 にの み エ ネル ギーが 伝 えられる と して 自動車交通量と車速

か ら推定され るモ デル 定数を修正 する こ とに よ り決める こ とを試

み た。今後は トンネル で ない 場所にお ける実測 直との 比較 を試み

て い く。
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